
 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和 2 年度の印西市民アカデミー(1 年生、2 年生、地域活動課程)の活動は、新型コロナウ

ィルス感染予防のため 1 年延期となりました。そのため、今までの講座で学んだことの発展的

内容を提供する目的で、「印西市民アカデミーだより＋」を発行することになりました。来春、

再びアカデミーで学んでいくための意欲を継続していくための資料としてご活用ください。 

さて、緊急事態宣言に伴う外出自粛を受けて、断捨離を敢行したところ、自宅の物置兼納屋

(印西地区ではマデヤという)から昭和初期の画帳がでてきたので、その一部を紹介します。 

 

 

 これは、昭和１０年に省文社が発行した国史の逸話・伝記を絵で綴った画帳である。調べてみ

ると初版は昭和８年であることから増刷されたものである。価格は、

２円５０銭。残念ながら、１頁目「神武天皇」と２頁目「素戔嗚尊」

等の数頁が欠落している。戦前の皇国史観に基づいて編集されてお

り、当時の教育資料として興味深い一冊である。（縦１８㎝×横３９㎝）  

   

◆日本武尊 寳剱を以て危難を免れ給ふ 

神器・天叢雲剣で草を薙ぎ払い

難を逃れる一場面。これより草薙

剣と称する。 

◆悪逆無道の入鹿遂に誅せられる 

大極殿で中大兄皇子と中臣鎌

足が蘇我入鹿を誅する一場面（乙

巳の変）。 

◆鴨川の水音よりも高い弁慶と牛若丸  

京の五条橋での牛若丸(後の源

義経)VS 武蔵坊弁慶の戦いの一場

面。 

   

◆不忠の臣平清盛が最期 

平清盛が世にも不思議な熱病

に罹り狂いに狂い悶絶している

一場面。 

◆國乱れて忠臣現はる 

河内の国金剛山麓に在た豪族

楠木正成が後醍醐天皇に忠節を

誓う一場面。 

◆龍虎相搏つ川中島 

上杉謙信が馬上から切りかか

り武田信玄が軍扇で受け止めた

一場面。 
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